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襲
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受
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又
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又
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れ
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が
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翁
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あ.つ

た

。

w
e
d
d
e
w
b
u
m

锬

の

ドo

uLo
n
g
h
b
o
r
o
u
g
h
.

注

f
 
マ
スI

I

 

. 

1
0

七
.

0
1
.
五
.

I



, :
,

l

s

i

 

 ̂

<:

蒙

)

時

/

_
様

眷

證

「

余
が
話
^

裳

a

載
っ
.で
ゐ
る
タ
宰
ひ
に
圭
言
は
な
か
つ
_

が
.多
1

:そ
し
：て
耷

〈

た
f

§

§

M

$

$

^

 

$

 

0
. 

 ̂

 ̂

„
 

. 

.
.

.

'■
:

':
■

■
 

d

'
七
f1

年

に
.
_

報

麗
1

_

灼
熱
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；
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應
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；
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；
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翌
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^
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齟
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茬
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亦
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霞
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遍
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は
I

f
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達
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i

s

に
不
幸
に
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失
職
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憂
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馨
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へ-X

ン
.
.
.
^
.
達
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な
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々
ン
ス
を
闕

《

た
の
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ー
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概
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.ン
は
、-
尙
、
ホ
イ
ッ
グ
でI

た
け
れ
f

、
そ
の
論
說
：の
多
くI

 

れ
た
諶
^

ら
み
る
に-、

憲
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憲
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；ト
ン
、の
戰
ひ
が
行
は
れ
：る
迄
'讓

態

は

餐

暴
 

た
の
で
あ
る
？
元
來
イ
ギ
リ
ス
は
7
メ

ぼ

植

民

地|

阈
商
品
の.舨

懸

場
|

し
、.

.

X
V

そ
.れ

豪
■

i

f

f
國
の
#
:

寺

に

：¥

彳
：_

灌

商

ば
■

''
«
_

遽

性

ぞ
«

へ
；、
そ
れ
に*

.^.H

鼻

の

新
H

f
 

免
れ
H

.

と
I

P

: 

“

!

:

|

|

■

:

l

o

i

 

八
e

.



■

.

.

!
 士
ぺ
ィ 
s

:

.:
'

:
 

^

^

5

-ア
メ
リ
ヵ
植
民
地.に
^

^

¥
業
.
I

達

は

イ

ギ

利

益

に

對

し.
大
き
な
：障

碍

馨S
だ
；し
：f

,
イ
ギ
リ
ス
は
ァ
メu

f
 

>
民
地
f

ギ
リ
ス
の
直
接
的
做
属
下
i

 
く
爲
め
に
、.

_

0讓

紀

發

想

窄

诚

等0
法
*
に
依
れ
ば
、
ブ
植
民
也
，は
馆
イ
ギ
ブ
ス 

(0
:
船
に
»
ル

：で

來

た

イ

ギ

，
リ
.
ス

商

品

の

み
を
，受
取
り
得る
こ
^:〜
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ら
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應
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搶
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；
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一
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し
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ン
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前
に
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ょ
り
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双
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づ
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れ
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續
け
、
、
そ

の

年

(0
'
'
士 

1月

に

は「

如
何
だ
る
時
代
、
'
如
何
&
る
幽
に
於
て
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澍
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憲
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摘
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あ
る
？
國$
た
る
も
の
は
決
し
て
神.意
の
許
し
給
は
ざ
を
處0
も
の
で
あ
る
0
況
ん
：や
英
國
の'如
ぐ
、
.
掀
襲
制
な
る
に
至
っ 

て
、
そ
o'
不

翁

は

猶

る

。
ベ
イ
ン
は
先
づ
此..の
如
く
主
張
す
る
事
に
：依
り
て
ナ
ァ'メ
リ
：ヵ
の
‘獨
立
私
、
英
王
だ
對
す
る
忠
誠
を
破
る 

も
の
と
の
觀
念
.に
茲
く
反
對
論
..の
邀
礎
裳
#
は
む
と
す
'る
'<
?
:共
に
.̂

獨
立
.は
：
犯

：.さ

れ

だ

外
な
ら
な

い

：事
^j

カ
說
し

て

、
獨

立
.の「

反
逆
性」

を
解
消
せ.：し
め
る.
o .
併

ム

英

國

は

ア

へ

メ

ヴ

ヵ

 

.第
一:
.
|の

反
 ̂

■論
は
.力
く
問
ふ
で.あ
ら
ぅ
。■.否

！

斷

じ

て

否

：！
.野

歡

と

雖̂
そ
.の
#
:5:
'
唆
_
.び
.は

じ

がぃ
(£
>

^
人
.と
：
锥̂
>、

そ

の

家

族

に

_

を

仕

句 

:«
_は

レ

な

い.0
:
翁

し

イ

ギ

リ

ネ

が

；
母

國

：
で
：
鈐

る

事

が

眞

實

&
ら
.ば
、

0 

T 

X 

^

.ば

な

ら

なv>
ぐ

だ

が

：
ィ

ギ
I

は

-®
:
國

で

，
は

な

：

s

o此
の
薪
做
界
は
、.歐
洲
の
凡
ゆ
る
地
方
か
慕>;迫
.寄
さ
れ
た.る
自
凼
の
.愛
好
者 

に
财
ず
る
避
難
所
で
あ
る
0
:
:
彼
は
母
の
優
し
い
手
が
ら
逃
れ
て
來
た
の
で
は
な
く
、
怪
物
の
僑
忍
が

.ら

逃

：
れ

て

來

た

の

，
で

あ

.
る

々

若

し 

母
國
な
各
も
め
が
あ
冬
と
ナ
れ
：ば
、
屋
歐
洲
こ
ぞ
，母
國
で
，：あ
っ

.：て
：!-
'
>

■:

英
國
"-*
國
仓
ば
な̂

0
:、而
も
英
國
の.暴
麻
は
、
ノ
音
に
そ
の
最
初
P
 

ァ
メ
リ
力
珍
民
を
母
國
が
ら
逍
出
じ
た
乂

.け

.で
^
<-
:.
:
>そ
：(6
;

孫̂
を
^

-'
'

#
日
：
、
碍

バ

逍

跳

^
て
^

る
办.
.

-

V
V'
.
V
:

'

.

h

i スi
 
ィ
ン
論
 

：三
：：1

.
a

l
D



n

i

l

 

' 

l

_
 

C

l

i

o

:

一
，ょ
し
ん
ば、
-

T
 

^

 

た

る
英
國
杧
は
，
浪.

戈

0

#

何
な_

為
_

_

沒

蓄

塗
_

幾
_

裏
_

_

$

 

英 

:

_

ま_

1

貧

豪

m

l

h

l

脅

。”

i

l

八

の

f

は
i

M

f

 
l

_

.

l

だ
f

れ 

同

じ

響

で

、
^

國

漆

蘭

酒f

 
f

 I

f

ら
|

着

i

_

l

f

メ̂

i

i

^

>

 

,

T

f
 

:

1

西
I

,
や
I

西
I

敵
I

:
ね

ば

な

ら

ぬ

。

然

る

，
に

ア

f

 

I
身
が
I

れ
ば
、
之
は
全
く
有.

1

1

で
I

O

峩

等

馨
I

は
商
業
で
あ
今
そ
れ
I

等

車

和

と

全

歐

洲

の

襄

舊
1

I

I

ぅ
o

.

:

何
故
I

、
 

愚

7

1

ヵ
が.
自
|

1

:

|

1

は
、
；
^

歐
洲
|

益
だ：
|

|

遇

戰

す

るI

;

の
：大
陸
がS

と
結
合
す
る
こ
と
に
.
s

.

-c

、̂

凝

刹

益

で

：
#

笤

：る
：窄

泰

慶5

て
見
：ょ
、
：含

桃

戰
 

を
反
彼
す
：る
9

f

の
；
ぎ
1

無
；い

衰

■:
'
'
ド

-.
'
.

之

長

し
’

英
國
とS

合
が
ら
受W-
;

.

る

餘

条

利

益1
.

^

^

,あ
：：

る

。
送

れ
，
之

れ

無

く

ん

ば

霉

に

I

を

豪

べ
#

'
動

■

霞

':屋

ゼ

身

I

f

f

不
和
I

容

ば
な
ざ

、
翁

苔
*

^凝
の
钌
場
で
あ•

：に
、
そ.め
.如
何
,

部

奮

も

麗

達
■

冒

：̂
れ
■
:
る
6 

.
'
吾
.々
啟
韪
並|
:に
_全
：人
類
：忆
對
广
る 

吾
等
.ね
義
務
故
英
國
と0
斷
行
を
啓
示
す
る<

-̂:
;
.
'
ノ
 

'

:

 

ン

：

，

ぜ

し

ぐ

赢

な

る

凡

ゆ

餐.
ば
、
‘
憑

_

ず
る
、
慘
殺
さ
れ.

|
者
_の
-血
潮
ば
叫
幕

」

^
^
^

火
.リ
ヵ
と
奪
速
く
隔
て
广
事
は

：

そ
の.1

:
.ヵ
他
.に
筹
レ
で
灰
ぼ
繁»
贩
が
、
、

 ̂

^
-
, 

の

大

冒

支

配

し

て

ゐ

る

政

駿

態
■

早
晩
1

終
宋
に
而
す
ベ
ぎ
も
の
で
あ
る
暑
築
盛

#:
着

孫
_

す
べ
|

 

を
、
' か
' 

、
^
も
の
把
、
安
ん
じ
て
托
レ
：て
.は
置
げ
.な
^
0,
.ぐ
ニ
.
. 

{ 

- 

■
■

.

.
:

■ 

:
,<
'

も

：
^
:
^
^
•
ぃ

 

_

.

t

‘口

-
卜
 

m

B

,

i

.
 

.

.

.
 

.
 

•
 

-
 

V 

-
-
- 

.

.

.

.

.

審

趟

■

■

■

■

i

l

l

,

鼓

吹

差

を

?

 

I

^

o

r

若
し
く
はr

f

l

人

龜

、
笫
ニ
..の

燦

以

て

信

f

達

ら
f

 

:第
_

る
も
の
て
あ
り
箅
三
の
者
は
#

得
せ
んI

I

る
#
で

は

歐

洲
I

;

め
f

のI
.

ょ̂

Q
t?
>̂too 

. 

; 

. 

I

，̂

丨

ザ
^
ヵ

手

ら

げ-今
日
ま
で
沖
效
に
.終
っ
て
ゐ.る
。
徒
ら'
■
願
を
反
復
す
るi

は
、
望

'の
■暴

と
.'暴

と
.
■

ぢ

0
i
^
o 

H

-

' 

.

_

_

_

_

_
の
謂

p

，
吾

ら

、.'
或
は
黨
派
的
動
觀I

u

y

 

_

_

l

i

f

 

I

I

 

こ,

に 
I

f

 

の 
2

 

く
、
永 l

i

b

i

f

f

 

鳥

の
t

s

l

一
歩
の
前
進I

大
s

r

 

I

l

f

 

I

の
色I

し

て

襄
I

は
、
：
|

睦
が
承
認
す
る
：の
價
値
ぁ

1

 

る 
I

と
、

i

i

f

 

I

f

 

l

i

i

l

l

l

lる
。i

 
攀
 
i

 

s

c

 

宰

，
1

ん
で
行
つ'.た
？
命

、
.

幾
I

I

霞

^

享 

r

l

、
而む

：，

て
.
實

泰

：
メ

|

ほ

、
感

獨f

維

持I

I

分
I

力

を

有

备

及

！K

•

ス4
 

<
 

;

?シ
：
論
し
-

n

s

i

.

 

C
.
1
:

五
八
：
五

)

.



ニ

四

.，

(

£
:八
六)

く
幸
運
な
る
地
位
を
占
め
多
も
^
は
な
い
^
鑑
隊
を
作
今
べ
ぎ
木
材
、
；
鐵
及
び
卿
索

.は
そQ,

產

す

る

處

，
で

あ

る

.
0

海

外

に

何

物
I

仰 

.
,ぐ

の’要

が

な

い:>
そ

の

他"
國

防

に

必

、
要

な

，
る

總

て

：

‘の
、̂>
-
の
は
、
ご
の.國
.に
豊
か
で.
.あ
.る
.
0
.
’
‘
‘ 
.
ン

' 
.

而
も
ア
メ”
ヵ
は
今
や
资̂
期
.で
.あ」

る
.0
人
口
..は
®
結
す
る
に.適
當
な
る
火
：い..さ
で
.あ
.
.る
。
產
業
の
發
達
は
國
民
の
眾
事
的
精
神

^
 

減
退
せ
し
む'る
程
®
に
至
つ
て
ゐ
な
いQ
こ
O'
時
を
逸
す
る
な
ら
ば
、
獨
立
•は
.却
つ
て
困
難
と
な
り
、
或
は
永
久
.に
之
を
失
ふ
で
あ
ら 

"
5
0
:
多
<

o
國
民
は
^
食
を
逸
し
た
冬
が
爲
め
に
.、
そ
の
征
服
者
に
屈
职
す
る
.を
囊
な
く
さ
れ
て
ゐ
る
と

'-
0
I

:

,

.

へ
.
” 

c
^
s
^
'
H
h
6 

日 as-paine.GomnxoIi'sense) 

•
• 

■

'
 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

:

トI
マ

ス•

ベ
ィ
ン
の
個
々
の
認
識
や
謹
が
正
し
い
如
否
か
に
は
問
題
が
あ
つ
た
ら
ぅ
。
だ
が
、
あ
の

.

時
こ
そ
ア
メ
リ
ヵ
植
民
地 

が
、
立

？

獨
立
す
べ
き
”

の
秋
で
あ
つ
た
こ
と
は
、
眞
實
で
あ
つ
た
。
英
國
の

i

制
は
殆
ん
ど
そ
の
極
^

B

 

一

j

裏

た
^

^

^

ア
メ
リ
ヵ
の
經
腐
力
は
之
：に
抵
抗
す
る
迄
に
發
揋
し
て
居
た
と
沄

f

ょ
V

併
し
箪
命
の
物
質
的
條!：.が
備
ダ
て
，も
、
之
を
承
命
：そ
つ 

,
も
.の
へ
炱
で
盛4
げ
る
^:
^
は
革
喩
的
精
神
で.あ
る
0
.べ
ィ
ン
の
_

は
こ
の
精
神
に
火
そ
點
じ
薪
を
投
じ
た 

.

.ア
：メ
リ
ヵ
革
命
の
歡
は
實
に
荠
の
道
で
あ
ク
だ

0
:觀

()
::
>(0
„
:革
命
：軍
を
议
て
、
.訓
練
ね
あ
る
、
：
®
^:
:
に
憤
^

^M

軍
を
防
が
な
け 

.

れ
ば
な
.ら
な
か
つ
た
が.植
民
地
'軍

；
は

軍

東

技
«,
を
^

货
戰
暴
で
學
び
つ.
\戰
つ
た
。
、勝
敗
は
相
华
ば
し
た
。
ヮ

シ
ン
ト

ン

で

さ

、
、
卢 

把
裸
な
'
半
ば
娥
ぇ
た
石
意
氣
诹
喪
せ
^
歡
_
が
、
麻
亂
し
て7:
ん
が
も
娇
忙
な
ぜ
ど
、

：

考
-:
た
事
も
あ0
先
0 
'だ
が
ど
の
革
命
的
筆 

者

は

そ

の

：
進

軍

を

續

け

、

野

營

の

燈

の

下

忙

次

ぎ

次

會

と

短

篇

の

筆

を

止

め

农

か

つ

た

.0
之

が 

:Th
e

 

Crisis

ご

で

あ

る「

今

や

人
 

の

魂

：
を

試

す

の

秋

で

.泳
る
0
;惰

弱

：な

兵
±-
ヤ
歡
^'
れ

贫

國

：者

ば

こ

'0
危
衡
に
莳
し.て
尻
^
か
じ
>
祖
國
へ
の
努
め|:
- 

5
0 

;
だ
が
、
今
、
：之
ぬ
堪
ぇ
暴
は
凡
で
：

.の
男
子
ず
瓜
て.の
.婦
人
.の
氣
と
感
謝
ば
値
す
る0 

(

暴
政
は
、
地a
の
.如
く
、
容I

征
服
は 

出
來
な
い
が
、
だ
が
闘
歌
职
激
し
け
れ
ば
靶

1,
瓷

呔

、
賸
撕
も
妒
輝<-
從
だ
0
>と
れ
こ
.そ
：ば
吾
ダ
の̂ 

〕

っ
人
ヮ

-

 ̂

.
- 

-
- 

j

) 
.

. 

-..

.

. 

£ 

.

髮

！
F

f

f

…

I

r

p

f

t

r

r

p

j

r

f
c
^

_
_
_

_
.き
ー
,
h
i

.‘瑰
|

す

の

秋

だ

夫

の

鑛

逆

|

|

.
某

|

け
，
る

嘗

葉|

,
居
|

七
.会

菌

名

^
^
^

,

-

1め

の

王

、1

、
族
_

_
の

蒙

、
か

ら

歲

る

瀋

_

|

1戰

霉

に

あ.づ

て

ブ̂

る

、
眞

に

看

的

な

戰

爭

」

で
，
あ
り

r

ア
メ
4
ヵ
|

踮
％

1

的
奴
隸
狀
態I

I

る
ィ
ギ
リ
ろ
の
强
盜
に
對
す
象
.メ
リ
力
民 

衆
の
戰
;?
:■
:
で
あ
處
の
獨
立
戰
淨
は
終
つ
.た
o

輩

.：ご
：

'

.

 ̂

 ̂

U 

. 

n
-
v
:
し：
.“
，
..':
 

'
,;
,
.:-
•

，
ン
ゝ
<
激

- 5
''
:
ボ
サ
，
ロ
プ
ヨ
ア
ム
シ
ア
,
|世
界
史
敎
程
三
九
頁0

'

( 

< 

: 

;

:::

ノ
、̂

靡

遭

十

着
_

:#
湫
_

傷

奮

委

導
S

邊

タ

杧

馨
:1
>
た
I

七
丸
年L

月
に
議
會
|

間
に
誤
解
を
坐

::

じ
：
f

 

i

f辭
.し
た
，i

は

摩
 

淞

、
，
フ

讓

ス

か

ら

渾

需

1

.

.へ
，
ぁ

る

ン
1-
1

へ
メ
ン
^
新
晴
»
曝
：实
_

次

意
。hv 
メ
ッ
力
：國
民
は
彼
を
賞
識
し
感
謝
し
た
が
、
：
こ
の
'軍
證
品
供
給
は
秘
密
契
約 

.で
■

农
が
無
必
水.秦

ふ

#
箭
»

_

2フ
^
ス
倜
め̂

^
金

谓

沐

に

到

火

乏

を

緩

和

せ

ん

と

し

て

-;
>
“
合

證

議

員

の

 

一
A

i
ベ

イ

シ

被

灌■

を
、
^
ィ

名

席

零
f

簾

^
 ̂

ベ
ィ
ン
は
辯
明
を
許
さ
れ
た
い 

v

l

l

f乞
ふ
た
。

瘍
f

、
：通

S

議

I

し
.

I
、
，■

袤

た

。.晉

ペ

ィ

ン

は̂

人
と
|

_

_

|

、
f

i

濃

1

て
t

l

l

l

lが
出 

^

v

,
 

: 

d
M
J

こ
J(
D
甚

を

保

持

し」

そ
の
#

豐

;.
»
摩

々

爲

め

に

、
命
の
職
を

5

す

慕

が

義

務

蒙

考

ヘ

V

る
o
'故

に

余

は

梁

職
を
朱
'つ
た
へ
イ
石
 

フ
ィ
ラ
デ
ル.フv

ィ
ケQ

辯
護
士 B

i
d
d
l
e

の
‘秘
書 

デ

ミ

よ

输 

 ̂

£
 

o

^

k
 

A

S
 

.



.

ト

ユ
.

5
イ

澤
 

ニ

浐

(

i

.八
ド

と
成
，0
.た
*0— 

. 

. 

.

.

.- 

,
、

,'

i
七
八
.

1

年

1

月

L
a
w
r
e
n
c
e

パ
大
佐
の
切
な
I

に
依
り
、I

中

年

々,1

百
靡
ス
f

リ
シ
グ
.の
賢#

I

ラ
ン
I

.
に
交
渉
.

すf

_

め
_

我

1

_

:务

_

騰

艺

遲

梁

纏

_

%

_

を
货
忖
金
と
し
て
獲
得
す
る
祺
に
な
ら.た
。
八
六
年
に
は
こDissertations 

o
n

 

G
o
v
e
r
n
m
e
n
t
」

ド

：
y
e
, 

A

l^ i
^

へ
p

u

フ
イ
ラ
デ
ル
、フ
イ
ア
か
ら
溢
し
た
。
こ
の
間
に

‘ペ
ン
シ
ル
ヴ
ア5

|

_
會
は
I

f

 

r

.

r

?

.
 

ク

別

立

基

會

は4

を
.
彼
.の
W
队
的
功
紐
に
對
し
て

g

つ
.た
。
令5時
の
。へ
イ
ン
は

g
.

る
人
望
.
.が
f

.
そ
，の

靡

學

弯

文
 

愛
■
諧
.の
大
多
數
の
尊
敬
と
友
惝
と
を
享
け
て

.ゐ
た
0'

:;
:

、
 

： 

•

•ペ
イ
ン
は
先
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膨
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得
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ら

る
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る
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を
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れ
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共

和

制

で
 

や
デ
辛
ク.

1

1は
呼
ば
な
い
？
デ
，：モ
ク
^
シ̂
1
と

は

、

ペ

イ

シ

ー

の

所

言

宏

推

测

す

る

^

V

ふ
も
^
で
f

、

レ
。ハ

K

リ
.
.
Iと
は
'本
來f

l
i
c
,

 

|

巧

：'と
‘言
ふ
.翁

ぁ

<>
:て
-

.
■

•

政
治
形
態S

味

し

な

奢

言 

ふ
？
從
つ
て

/

ヘ
イ
ン̂

自
己
の
^:
張
ず
る
政^;
を
單
にr

骨
化

.

.凡
そ
急
進
論I

礎
私
は
"
常
.に(

ロ
^

に
»
<'
;
も
め
へ|

'
へ
；ら
れ
て
：ゐ
る
タ
選
擧
權
は
自
然
槪

0
發
励
と
：1>
て

、

露

人

-
.
に

麗

ず

る

も 

.

.
も

萬

人
.て
.
.は
，&
い)

%•
L>
:
右

そ

のM.
力

な

る

、
玉
51
-
は「

外
.か
ら
.の#
會
支
配」

で
.あ

つ

：
た0:
ぺ
イ
ン
の
思
想
.は
之
を
包
含
す
る
。
否
特
に 

、.そ
I

彩
は
濃
摩
で
ぁo'
1

實
S

:
ィ
.

1
第
十
：八li
t
紀
急
進
論
め
特
色I

非

常

な

程

度

：

1

f

f

l

b
 

i
理
I

I

 

腺
び
、
。
社#
の
裡
.に

辕

零

各
&:
ぢ
ぼ
、

」

そ
«
人
類
を
支
配
妨̂
^

.

.
f 

1
"ィ
ン
翁
 

i



イ
I

 

: 

:

:

:

 

:
ぐ
 

I

:
 

C

I

S

權
c>
信
_

る
彼
：は
、
姿

し̂
蒗
命
家
だ
盏
讓
歷
史
と
條
統
と
慣
習
と
を
輕
視
し
た
。

1

及

び

.

し
く
、
置

. 

軍
^
忌
；̂
,
,兵
齋
ぼ
壓
制
的
だ
ゼ
攻
擊
U
た
：I
.
;',
:

. 

‘

' 

-
.
. 

.

.

.

.

•

-
.
.
.
. 

.

.

.

.

.

.

. 

I 

. 

.

:

' 

v

技 

_
 分
艮 
i
&
-
p
,

一

117. 

:
 

,

.

.
'さ.

&
彼
f

一

着

論

者

とt

こ
と
は
不
常
で
は
な
い
ハ
？
讓

後r
彼
ば

的
で
ぁ
つ
た
。
.そ

ひ

ニ

は

英

讓

法

の

室

ょ
り
も
一

' 

步
を
進
め
で
、■
•
し

參
m

作
各
こ
と
を
主
張
せ
る
事
で
ぁ
り
、
そ
の
ニ
は
共

和
制
のI

で

£

に

動

麗

參

敗I

づ
I

る

篇
I

、
嗲

醤

憲

法

の

信

者

で

皂

生
：一f

+

#證

者」

：
f

 

■
方
‘
1
.ト
ラ.
イ
ト
：f

:
へ
f

:
で
，參

舊

然
鐵
I

f

採

用

し

た

：
が
、

同

時

I

れ

は「

吾
S

法
I

神
f

J

I

兹

到

來

は

、
：客
 

ず
し
て
4

が

測

り

知

袋

尊

身.法」

l

_

l

f

 
メ 
f

植
I

發
M

f
聚
^
^

憲
法
な
ん.

」

i

叫
べ
る
'ベ
：イ
ン
と
著
る.

4

い
對
照
を
爲
し'て
I

O
併
し
ペ
イ
ン_

會
及
S

法
論
難
も
、
之
等
を
讓
し
て
獨
裁 

的
政
治
を
行
は
む1

1

1

1
非
ず
し
1

新

し

'て

広

f

 1:
5

 -

 
'そ
の
代 

鐘

は

先
.に一 .:

言
：せ

る

如
.
r
_襄

规

■

葉

せ
：るi

f
含

­

べ奮
：：

憲
法
制 
I

 實
例 

|

キ

_

|

議
は
|

^

有
し
な
い_

の
|

|
國
.民
が
之
を
有
す
る"

_

|
す

逢
_
菊

®
^
^

つ
：た
9
ー

本

來

ず

急

進

論

者

は

必

J

處

和

論

雲

は

環

が

、
：

(

_

論
：の

蠢
f

自

然

權

論

產

 ̂

し
ば
、

共

篇

S

雲

懲

可

能

胜

鲁
i

f

れ
i

時
に
於
成■

潇

論
f

鐘

擊

と

は
l

l

l

f
を

^
^
■

，

公
f

.る
共
I

背
f

 

i

f

 

f

 

I

f

 

l

i

も 

1

1

1

1

,

,
 

I

f

 

.
:
a
c
^

 

一
そl

,«
.

s
ぐ
ン_

博
士
が「

I

f

羅

_

る
：l

l

l
裏

時

：、
：
I

は
決
然 

黄
は
次
國_

き

嘗

な

翁

。I

他
I

f

 

H

I

y

 
緣

隱

く

、

(

.麓

^

:

4

|

|

|

|

」

|

|

ど
：|

は
、|

斷
定
し
難̂

I

I

I

。
ヶ
ン
ト

i

l

H
あ
|

|

:;
歲

は

亦

等

し

く-
同
.時
代
I

く
の
思
想
家
達
に
も
、
‘
例
へ
ば
ア
ダ
ム

•
ス
ミX
に

ち

適

用

義

得

る 

_

て
_

と
.
S

I
、
宏

反

對
.に
、
ぺ
ィ
ン
に
鏡
政
府
生I

學
は
之
を
兇
出
し
得
な
い
矣
ひ
得
る
I

が
單
I

時
の

奚

觀

的
m

 

I
は
、
そ
の
一
靈
た
る
ベ
く
、
I

が
■

羅

な

る

税

制 

‘
v
n
n 

_
: •
,■
-
夢

■

'

似
の
：

^

急

講

の

本

質I

へ
て
み
れ
ば
、f

に
T

S

 

M

u

f

ほ

^

_

て
ー|

て「

政

治

霊」

の

麗
S

な̂

抽
象
的
に
考
へS

、
自
然
權.

l

s

®

¥

Q

.
霍

^

 

^

 

^

 

は
、
I

办

ば

ゴ

ン

に

到

學

るI
.

ぁ
I

現
實的

，，

は
'

 

「

氷̂

,

は
贤
し
は
し
な
い
。
踏
出
せ
ば
急
進

「

思
想」

は
l

「

_

f

遯
_

喿

|

|
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フ

ラ

ン

ス

へQ

亡
命
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■
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'へ
■
■
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.
■.
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:
.
.
.

■:
.
-

: 

.

.
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.
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A
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'

ト
i

,
ス
•(

ィ
ン
論- 

1.

養

『
cr:

六
s

o

-

#
び
：ベv

ン
の
：生
迎
を。.
：
：

•

ぃ
«
施
ね
響
は
カ
レ
ー
市
民
に
、
.こ
の
著
名
な
る
外
國
人
の
；到
着
を
知

&:
;
せ
た
0
.徒
が
受
げ
た.る
歡
迎
ば
、
王
者
も
亦
^

る
べ
き
様
な 

も
•

あ

つ

た

。

カ

レ

ー

守

—
隊

は

：
こ
_

自

出
.の

著

を

迎

ー

馨

べ

金

裝

1
た
0
.三
色
の
^

^

•市
*
に
：阵
つ
尤
贈
ら
れ
、
'
:«
1
第

|
。 

の
麗
人
は
:^
を
;-
ィ
.ノ
の
，1
子
に
付
.
-
:
1
た
0
そ
の
夜
カ
树
當
局
及̂gcnstituti9naI;:soci

\rpty:..

vt
長

に

招

請

さ

、
れ

，て

-,
»
.を
0

so'
a
e
t
r 

の
:#
合
一
に
灶
席̂
た
。.
.
«衆
姑
堂
に
湓
れ
、
ぺ
ィ
ン
：は
^

;^
:?
:
搔
译
# !
け

て

：
、
：
弟
:̂
や

べ

定.め
：
：
0
席

に

就

乂

事

が

出

來

た

0
、
彼
0
帟

 ̂

上
.方

：
に»
ミ
；
ラ

ボ

丫

の

雪

像

が

懸

け

ら

：
れ
ヤ

_

米
_

の
会̂

ン
、
ス
：さ-1
1
冬
や
、

た
ぐ
：：

^

_
芦
|

^

^

劇

場
it
:行

：
く

や

「

人

權

論

」

め
：
著

者

の

爲

め

.に

、#
§

が

設

け.&
れ
.て
ぁ
：
.っ

た

。
へ
ぺ
ネ
ン
.
は

爾

^

.

>

|

&

^

 ̂

B
e
a
t
l
v
f

 Yersaiile

w' 

の
.代

表'に

選

ぼ.れ

：
た

け

れ
.ど

も

、.：
カ
：
：
レ
：
丨

.市

民

：
が

最
.初

で

ぁ

：
ジ

た

；
の

.^
減
然
彼
は
そ
め
代
表
ふ̂̂

の
^
員
：為
じ'て
.
2
1爯
に
赴
<
途

中

ぢ

：亦

：、

.證

电

近
^
歡

迎

を

各

地

セ
_
呔

た
(0
梦

ぁ

づ

：だ

。
，
巴

雄

到

着

後

間

も

無

く

、
；
新

憲

法

起

'
 

.奮

ぬ
■
试
れ：

た

。-

イ̂

シ

が

こ

：：

'
Q

m要
な
|

裏

し
0
,
|
;
洛
間
ビ̂
^
^

破
碎
戈
る
杧
、
汲
：
々
た

■る
も
.
が̂

ぁ
0
だ
：0ゼ
人
權
論|

菌

本

は

有

名

な:|
;
.
.
1
.
:

ス
キ
ン
：
.で
ぁ
っ
：た
：が
、
へ
务

0.
辯
^

M:
s:
と

し

、
て
：
は

‘ 

 ̂

^
0
0 

• 

,
.
i 

 ̂

r ' 

.
-
U
- 

二.：..

,
十「

七
九
二
年
七1

第
艽
日
オ
ル
へ
ン
ス/ダ
ふ
访
ク
公
は
宣«•
.$:
:
發
し
、
一
聯
合
軍
は
主
家
杧
對
す
る

.待
遇
”の

廉

を

以

て

、
：
：

.

'riatill. 

assembly:

.
に0
し
，
.パ' 最
>̂
:
-;恐

-
るベ
き
打解
を
與
ふ
る
寒
に
決
し..た
名
：£',と
、
.
：
.
而

■%
場
合
：に
依
.つ；
'で
.は
：、
；バVi
:1\
'を
も
馬
啼̂
柔
躪
す
< 

し

と

威

嚇

し

：た

0
:
.こ
ゎ
崮
言
は
阈
民.$:
.往
*

な
ら
：
1>
め
，
：棄
鉢
的
抒
爲
ゼ
1«
]

は
.じ
.め
；
謂

'
_
に

國

展
が
、

contention

::
:の
：
中

に

作

ら

れ

^
に
、
至

つ

：
た

。

， i.T

ィ
^
は
：
之

を

防
|1
:
.す

：
る

爲

め

袴

：

」

凡

唞

る

努

ヵ

を

：行

つ

怒

：
遂

it
:
'國
革
は
.赍
if
fc
.
:か
け
、 

ら

れ

、
：
死
_刑
の
食
吿
を
受
け
た̂:
0
こ
:0
:ル
年
十
六
世
丧
問
：の
<可
否
'に
關
：し

)

1で
乓 

ス
政
府
の.不
信
.と
腐
敗
^

_
行
と
ト
を
、
世
界
に
：立
'證

せ

ん

：
爲

め

：
で

.あ

つ

ぎ0'
そ

し

：
て

ル

ギ

十

六

做

は

死

魄

の
：
宣

告

を

實

行

ず

ベ

^
や
否
や
が
問
題
と
な
つ
た
時
、
ぺ
ィ
ン
：は
立
上
つ
た

0
そ
し
て
ガ
に
反
默.し
た
0
そ

CD-
.

演
說
は
吾
等
の
心
を
打 

つ
も
の
“が
あ
る
.

？

、

.

;

\

「

絕
對
主
.制
.に
：對

す

る

余

の

僧

惡

ば

：
颇

に

；
人

0.
御
る
處
で
あ
り
、
杂.

0

生

命
..
0
あ
：る
腺.り

：、
.
消

ゅ

る

之

 

で

あ

；
る
：？
：
フ
ニ
フ
ジ

.

'

 

ス
政
府
の
無
數.の
.罪
领
は
脔
間
會
に
傲'つ
：.て
.

.

立
證
さ
れ
た0

;

併
し
乍
:&
若
^
ル
：.ィ
に
^

裡
杧
坐
活
し;̂ :'

<
?
:

す

：
岑

な

ら

ば

ぃ

か

べ

の

如

き

.

.

不
德
を
示'

し̂

し
：

%

か
つ
凑
で
あ
ら
，ぅ

''
:
0.

:

余
は.

ル
：

%
.

0
:

國
外
逃
亡
を
企
て

>

連
戾
：さ
れ
： 

た

蕻

賀

を

自

，
擊

し

^

。
：
そ
し
，て
憲
法
會
議
が
苒
が
锻
免
王
位
に

_

か̂
^
;

た
事
を
見'

て
；は
、

(

余
は̂

!

1
2

:

し

、
：
之

を

阻

ま

：
ん

と

じ

，
て
て
出
來
ン 

得

る

腿

り
''
(
0-

努
:*
を

し

た:0

當
時
そ
れ
棟
無
效
ま
歸
1>

;

て.

了
0

た
が
、
今^ '
^ :

れ
は#

^

把
實.

行
さ
れ
た̂

^

ぞ

、

H
、、

它

セ
»
び
起
づ
へ
能
ぼ
ざ
る
：ま

で

：：
に

-0
ゾ

そ

が

支
 

.

 

分

や

嫌

：
る
：間

題

：應

：：

'
;こ.め

與

を̂
ぅ

す
.る

か'̂
^

ふ

事

束

妙

へi

た
;̂

0

胤
行
を
潜
务
勝
、

.

：余
は»

幸
丧̂

囚
人_

歷
.:
0
:

^

も
货* '

法
會
議
ぞ,

難
し
た
い0

 

‘
-! •-
', 

一
',
•
 

併
じ
他'

の
總̂

.

の.

事
を_

れ

宠

ノ
#
.

の
生_

^

，
夺

'

1

0

1

偉
太̂

愚

暴

を
«

つ
て
：ゐ

.

る
。.

そ.

れ
は
ア
メ.

リ
为
；縫

立

を

援- ,.
:
 

耶
せ
る
と
と
で
あ

.

る
？
そ.

は
彼
の
如
を'

少
く
と
も
輕
か
ら
し
む
る
に
足
る
％
の
で
2 >
:
る
:0
願
は
ぐ.

ば

合

衆

國

を

彼

の

：
避

難

所

た

ら

.
し

め

/從
，來
.

.

.

坍
母
左
.る
政
.

.

府
&
國
民
を
.

.

慘

酷
.f
t
芽
段
.を

以
-X
處
刑
V

そ
^
永
：ち.：*

^

0

.

®

、...

國
民
|:
音
-1
>め
黄
實
む'だ
0

.

.

今
.や
被
.

等
： .H:. 

■:
>

丨
ャ
 

I
I

論
-

'

+

S

.

率
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S
C
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七 0、：



<.’i

ー
マ_
六

：

(

十
六
.〇
八〕

そ
れ
と
寸|
|
#
^

馨

||

オ
1

|

|

0

、フ
ラ
ン
ス
III
SI

る 

I 

見
す 

I

る

革

命

の_
士

は

、
，
亦
-
限
り
な
き
人
間
愛
の
.所
I

.

S
つ
S

否
、
人
間
愛
の
使
徒
f

戰
士
I

I

.
か
の
'寺 

袅

？
 

ノ
|

「
偉
大
な
る
蒙」

を
叫
び
、
憲
I

,

非
雛
I

事
は
、

采

M

y

 

“

の
左
M

:

に
は
、
彼
I

•

る

道

i

つ
I

。
X

I

I

I

第
I

l

f

 

I

 

m

u

第

一

簾

は

、
英
國
生
れ
の
佛
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